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Overview of Caliper Analytics v1.1
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It is inevitable that learning data should be needed for learning analytics and adaptive learning using AI. Caliper 
Analytics standardized by IMS GLC enables institutions to collect more granular learning data than system logs of 
LMS. So, learners’ activities will be analyzed in detail by Caliper. This paper describes overview and use case of 
Caliper Analytics focusing to v1.1.
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1.	 はじめに
先進的な学習環境を提供している米国の大学コ
ミュニティ Unizinでは「デジタル学習エコシステ
ムはデータが基盤である。学生がコンテンツを利
用すればデータが生成される。これらのインタラク
ションは、個々の学生のためだけでなく、広範な教
えや学びの理解という点において、大学にとって
大変示唆に富んでいる。」[1]と述べている。Google
や Amazonがユーザのアクセスデータを利用してビ
ジネスを成功させてきたように、大学においても
学習履歴データを用いた Learning Analytics（以下、
LA）の浸透によって、学習の質向上が期待できる
ようになってきた。また、近年あらゆる領域でもて
はやされている AIに関しても、様々な学習履歴デー
タが記録されるようになってきたため、AIの適用
についても現実的になってきた。
蓄積された学習履歴を活用することで、学習者や
教員においては以下のことができるようになる。
・学習の結果だけではない学習のプロセスの把握
・より良い学習成果を上げる学習コンテンツについ
ての把握

・様々な学習コンテンツの組み合わせによる学習成
果についての把握

・ドロップアウトの可能性がある学習者の早期発見

と予防措置の確立
・学習者の学習パターンの分析結果に応じたリアル
タイムでの個別カリキュラムの生成
前述した Unizinにおいては生成される頻度に応

じて学習履歴データを Slow、Medium、Fastに分
類している [2]。その分類の典型的な事例として、
Slowは入学時に登録される学生の氏名や住所など
の個人情報データ、Mediumは期末に評価される授
業の成績、Fastは毎週のように実施されるオンライ
ンテスト結果、が挙げられている。
本稿で解説を行う Caliper Analytics [3]（以下、

Caliper）は、Unizinの分類で Fastに該当する学習
履歴を取得するために IMS GLCが策定した技術標
準の一つである。Fastに分類されるデータを収集
する標準には ADLが定める xAPI [4]も存在する。
Caliperと xAPIの関係については、四半期ごとに開
催される IMS Quarterly Meetingにて協議されてお
り、それらの結果は IMSのWebサイトにて公開さ
れている [5]。そのなかで、xAPIは SCORM含む広
範な領域を対象としており、Caliperは IMSが定め
る LTI等の他の標準と同じ教育領域を対象としてい
ると述べられている。Unizinではこうした複数の標
準があっても対応できるようにメタの規格とも言
える Unizin Common Data Model [6]（以下、UCDM）
を定めており Caliperおよび xAPIのデータを取り
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込めるようになっている。
著者らは Caliperの解説 [7]や LMSへの実装 [8]、

および Caliper形式で生成されるデータを用いた学
習状況の分析を行っており、本稿ではこうした実践
を踏まえて Caliperの解説と事例紹介を行う。

2.	 Caliper	概要
Caliperは2015年10月にv1.0がリリースされ、2018
年1月に本稿で対象とするv1.1が公開された。

Caliperの主な特徴を下記に示す。

(1) 動作の仕組み
学習履歴は次に示す手順でLearning Record Store 
（以下、LRS）に蓄積される。
・LMS、学習支援ツールや学習コンテンツにCaliper
のSensor APIを実装する。

・それぞれのシステムにおいてユーザがSensor API
を含む処理を実行すると、Caliperで指定された
形式のJSONデータが生成される。

・そのデータをLRSのEndpointに送信する。
・送信されたデータはEndpointで受け取られ、LRS
は受信後にSensor APIに対して応答を返す。

実際にCaliperを用いて蓄積される学習履歴の一例
を表1に示す。

(2) Caliper Event
Caliperでは Sensor APIから学習履歴を送信する
際に、Caliper Eventで定義されたモデルに沿った形
でデータを整形して送信している。Caliper Eventを
構成する構成要素について表 2に示す [9]。表 2か
らも分かるように Caliper Eventでは、だれが（actor）、
いつ（eventTime）、何に対して（object）、どのよう
なことを行ったのか（action）、といった内容を必須

項目とすることで、学習履歴データとしての意味を
もたせている。また、activity contextには、所属グルー
プ（group）や利用中のアプリケーション（edApp）
などといったイベントの内容を補足する情報が含ま
れている。

Caliper Eventとして送信される学習履歴の一例を
図 1に示す。Caliperでは、送信するデータの構文
規則として JSON-LD [10]を用いている。JSON-LD

図1　Caliper Eventとして送信される学習履歴事例
Figure	1  Example of learning data by Caliper Event

表1　Caliper で取得できるイベント事例
Table	1   Event examples recorded by Caliper

表2　Caliper Eventの構成要素
Table	2  Properties of Caliper Event

Copyright © 2018 Hosei University      法政大学情報メディア教育研究センター研究報告 Vol.33

2. Caliper 概要 

Caliper は 2015 年 10 月に v1.0 がリリースされ、2018
年 1 月に本稿で対象とする v1.1 が公開された。

Caliper の主な特徴を下記に示す。

(1) 動作の仕組み

学習履歴は次に示す手順で Learning Record Store 
(以下、LRS) に蓄積される。

 LMS、学習支援ツールや学習コンテンツに Caliper
の Sensor API を実装する。

それぞれのシステムにおいてユーザがSensor APIを
含む処理を実行すると、Caliperで指定された形式の

JSON データが生成される。

そのデータを LRS の Endpoint に送信する。

送信されたデータはEndpointで受け取られ、LRSは

受信後に Sensor API に対して応答を返す。

実際に Caliper を用いて蓄積される学習履歴の一例

を表 1 に示す。

(2) Caliper Event
Caliper では Sensor API から学習履歴を送信する際

に、Caliper Event で定義されたモデルに沿った形でデ

ータを整形して送信している。Caliper Event を構成する

構成要素について表 2 に示す[9]。表 2 からも分かるよう

にCaliper Eventでは、だれが（actor）、いつ（eventTime）、
何に対して（ object ）、どのようなことを行ったのか

（action）、といった内容を必須項目とすることで、学習履

歴データとしての意味をもたせている。また、activity
context には、所属グループ（group）や利用中のアプリ

ケーション（edApp）などといったイベントの内容を補足

する情報が含まれている。

Caliper Eventとして送信される学習履歴の一例を図 1
に示す。Caliper では、送信するデータの構文規則とし

て JSON-LD [10]を用いている。JSON-LDとはリンクされ

たデータを JSON 形式で利用可能にした構文規則であ

る。JSON-LD を用いることで、図 1 @context にて指定さ
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(3) Metric Profile
学習履歴を標準化して蓄積するために、Caliper では

複数の Metric Profile を予め用意している。Metric 
Profile には、例えば，動画や音声などのメディアの操作

に関するプロファイル（Media Profile）や、テストの採点

表 1 Caliper で取得できるイベント事例
Table 1 Event examples recorded by Caliper

学習活動 Profile Actor Action Object
学習システムへのログイン Session 学習者 Logged In 学習システム

説明ページへの遷移 Navigation 学習者 Navigated To 遷移先のページ

説明ページへのタグ付け Annotation 学習者 Tagged タグの内容

クイズページへの遷移 Assessment 学習者 Started クイズページ

設問への遷移 Assessment Item 学習者 Started 設問

設問への解答 Assessment Item 学習者 Completed 設問

解答の送信 Assessment 学習者 Submit クイズページ

スコアの表示 Outcome 学習システム Graded 成績

学習システムからのログアウト Session 学習者 Logged Out 学習システム

表 2 Caliper Event の構成要素
Table 2 Properties of Caliper Event

構成要素 説明 必須

id Caliper Eventを一意に特定する

ための識別子
✔

type 予め決められたCaliper Eventを
区別するための文字列

✔

actor action を実行した対象人物 ✔

action actor が行った動作内容 ✔

object action の対象となるオブジェクト ✔

eventTime Caliper Event が発生した日時 ✔

activity
context

Caliper Event に設定できるオプ

ション情報
―

{
  "@context": "http://purl.imsglobal.org/ctx/caliper/v1p1",
  "id": "urn:uuid:3a648e68-f00d-4c08-aa59-8738e1884f2c",
  "type": "Event",
  "actor": {
    "id": "https://example.edu/users/554433",
    "type": "Person"
  },
  "action": "Created",
  "object": {
    "id": 
"https://example.edu/terms/201801/courses/7/sections/1/resources/
123",
    "type": "Document"
  },
  "eventTime": "2018-11-15T10:15:00.000Z"
}

図 1 Caliper Event として送信される学習履歴事例

Figure 1 Example of learning data by Caliper Event
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とはリンクされたデータを JSON形式で利用可能
にした構文規則である。JSON-LDを用いることで、
図 1 @contextにて指定された学習履歴のスキーマ
を参照することができる。

(3) Metric Profile
学習履歴を標準化して蓄積するために、Caliperで
は複数のMetric Profileを予め用意している。Metric 
Profileには、例えば、動画や音声などのメディアの
操作に関するプロファイル（Media Profile）や、テ
ストの採点や評定などに関わる操作に関するプロ
ファイル（Grading Profile）といったものが含まれ
ており、これらを用いることで学習履歴の標準化が
行われ標準化された形式でのデータの蓄積・再利用
を可能としている。

3.	 活用事例
Caliperを活用した学習コンテンツの一つに

JMOOCがある。JMOOCは、欧米を中心に広まっ
たインターネット上で誰でも無料で受講できる大規
模公開オンライン講座である「Massive Open Online 
Course（MOOC）」の日本語版である。JMOOCでは
様々な複数の企業や団体がそれぞれ独自の LMS上
にオンライン講座を開講している。そこで Caliper
を用いることで異なる LMS上で学習を行ったとし
ても学習者は特に意識することなく、図 2で示す構
成により、学習履歴を標準化された形式で管理する
ことができる。
この構成は IMS GLCが策定する LTIを用いた学

習基盤においても同様である。すなわち今後の学習
基盤は一つの LMSに多くの機能を実装するモノリ
シックな構成ではなく、学習プラットフォーム上に
多様な LTI対応の学習支援ツールを接続して、それ
ぞれの教員や学習者が効果的な学習を進めるスケー
ルアウト的な構成が望まれている。その場合には、
学習プラットフォームおよび LTI対応学習支援ツー

図2　Caliperを用いた学習履歴統合事例
Figure	2  Collection of learning data by Caliper

ルに Caliper Sensorを実装することによって、LRS
に学習履歴を集めることができる。

4.	 おわりに
本稿では、Caliperの LMSへの実装や Caliperで
生成される学習履歴の分析をおこなった著者らの経
験を踏まえ、Caliperの動作の仕組みと活用事例を
示した。

Caliperの登場から約 3年が経つが、その間例え
ばMoodleのログを Caliper 形式で保存できるプラグ
イン [11]が開発されたり、日本国内では商用 LMS
への Caliperの実装が行われたりと、徐々に Caliper
への関心は高まってきている。

Caliperを用いて蓄積した学習履歴の活用方法の
一つとして、例えば図 3に示すようなダッシュボー
ドがある [8]。ダッシュボードでは蓄積された学習
履歴を分析した結果を表示し、学習者や教師に提示
することで学習者の学びをより促進したり、教師の
授業改善に役立てたりすることができる。このよう
に Caliperを用いて学習履歴を蓄積するだけで終わ
るのではなく、その活用方法について議論すること
が大切である。そのためにも今後は Caliperによっ
て蓄積された学習履歴を、どのような目的で、どの
ように分析し、どのような形式で可視化するのか、
といった学習履歴の活用について考えていく必要が
ある。
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図3　学習履歴を用いたダッシュボード事例
Figure	3  Dashboard example using learning data
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